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主 要 判 決 全 文 紹 介
≪知的財産高等裁判所≫
審決取消請求事件

（引用文献における実施例から一部の構成を抜き出して引用発明とできず、当該一部の構成
以外の構成を捨象することも容易想到でないとして、進歩性が認められた事案）［上］（全２回）

－知財高判令和５年（行ケ）第10040号「トレーニング器具」＜清水響＞－
＝知財高判令和５年（ネ）第10041号＜清水響＞（原審・大阪地判令和４年（ワ）第3847号）

【本判決の要旨、若干の考察】

１．特許請求の範囲（請求項１）
『ほぼ並行状で相対向している一対の第１グリップ部と、該第１グリップ部それぞれの両端部同士を接
続し、第１グリップ部相互の間隔に比し狭くしてほぼ並行状に相対向している一対の第２グリップ部
とによって全体を平面からみてほぼ横長矩形枠を呈した一体のループ状に形成して成り、第１グリッ
プ部は直線状もしくは緩やかな曲線状に形成され、第２グリップ部は正面からみて弓形に湾曲され、
中央部分が相互に近接するように平面からみて矩形枠の内方に向かってやや窄まり状に形成されてい

☆主要判決全文紹介［知財高裁］［上］………… ⑴


